
　

二
〇
〇
六
年
に
中
小
・
零
細
企
業
開

発
法
（M

icro
, S
m
all an

d
 M
ed
i-

u
m
 E
n
terp

rises D
evelo

p
m
en
t 

A
ct

）
が
施
行
さ
れ
、
製
造
業
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
零
細
、小
企
業
、

中
企
業
が
設
備
へ
の
投
資
額
に
応
じ
て

定
義
さ
れ
た
。
県
工
業
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
登
録
さ
れ
た
中
小
企
業
を
対
象
に
〇

六
年
度
に
行
わ
れ
た
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、主
要
産
業
は
食
料
品
製
造
一
四
％
、

ア
パ
レ
ル
製
造
一
四
％
、
金
属
製
品

九
％
、
家
庭
用
品
の
修
理
お
よ
び
小
売

業
が
九
％
、
繊
維
（
紡
績
・
織
物
）
が

七
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
小
規
模
製
造
業
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、
独
立
前

に
ま
で
遡
る
。
関
税
委
員
会
は
当
時
各

地
の
農
村
で
綿
織
物
を
生
産
し
て
い
た

手
織
業
を
保
護
す
る
た
め
に
、
特
定
の

品
目
を
手
織
物
業
で
し
か
生
産
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
（
留
保
す
る
）
こ
と
と
、

紡
織
兼
営
工
場
製
の
綿
織
物
に
物
品
税

を
課
す
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
の
開
発
戦
略
の
な
か
で
中
小
企
業
政

策
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
、

ま
た
実
際
に
中
小
企
業
が
ど
の
よ
う
に

発
展
し
て
き
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

一
．
手
織
業
近
代
化
政
策
の
失
敗

　

独
立
直
後
の
一
九
四
八
年
に
発
表
さ

れ
た
産
業
政
策
決
議
で
は
、
小
規
模
工

業
の
発
展
の
た
め
に
原
料
の
確
保
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
組
織
化
な
ど
と
と

も
に
大
企
業
と
の
過
剰
競
争
か
ら
保
護

す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同

時
に
紡
織
兼
営
工
場
と
手
織
部
門
を
補

完
関
係
に
し
て
い
く
こ
と
や
、
大
企
業

を
補
完
す
る
小
規
模
裾
野
産
業
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
関
心
事
は
、
製
造
業
の
な
か

で
一
番
大
き
な
産
業
で
あ
る
と
同
時
に

主
要
輸
出
産
業
で
も
あ
る
繊
維
産
業
で

あ
っ
た
。
独
立
運
動
の
な
か
で
Ｍ
・
Ｋ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
が
手
紡
ぎ
を
自
ら
実
践
し

て
み
せ
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
製
綿
製
品

ボ
イ
コ
ッ
ト
を
訴
え
て
い
た
が
、
当
時

の
実
態
は
こ
の
政
治
的
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
は
か
け
離
れ
、
機
械
製
紡
績
糸

が
手
紡
糸
を
圧
倒
し
て
い
た
。
一
方
、

紡
績
工
程
（
綿
か
ら
糸
を
作
る
）
と
は

対
照
的
に
、
織
布
工
程
（
綿
糸
か
ら
織

物
を
作
る
）
で
は
紡
績
兼
営
織
布
工
場

と
手
織
部
門
が
競
争
を
し
て
い
た
。
五

〇
年
に
は
初
め
て
留
保
政
策
が
実
施
さ

れ
、
一
部
の
綿
織
物
が
手
織
部
門
に
留

保
さ
れ
た
。

　

五
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
第
二
次
五

カ
年
計
画
に
お
い
て
輸
入
代
替
工
業
化

戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は

重
工
業
に
開
発
資
金
を
重
点
的
に
配
分

し
な
が
ら
、
農
業
と
小
規
模
工
業
に
雇

用
を
吸
収
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
鉄
鋼
、
重
電
機
な
ど
の
生
産
か
ら

民
間
部
門
を
排
除
し
て
、
国
営
工
場
が

積
極
的
に
設
備
投
資
す
る
一
方
で
、
消

費
財
の
生
産
は
民
間
部
門
に
委
ね
ら
れ

た
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
で
は
「
既
存

の
ス
キ
ル
と
装
備
を
使
用
し
な
が
ら
消

費
財
の
供
給
を
増
や
し
。
小
規
模
工
業

の
技
術
を
着
実
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ

と
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
織
布
部
門

の
あ
り
方
が
政
府
の
委
員
会
で
議
論
さ

れ
た
結
果
、
兼
営
織
布
工
場
は
綿
糸
を

手
織
部
門
に
供
給
す
る
役
割
を
負
わ
さ

れ
、
織
機
数
は
五
六
年
か
ら
八
五
年
ま

で
凍
結
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
織
機
の
台

数
を
増
や
せ
な
い
た
め
に
、
生
産
性
上

昇
に
よ
っ
て
し
か
兼
営
織
布
工
場
は
織

物
生
産
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
。

　

同
時
に
、
手
織
業
者
の
組
織
化
を
図

り
、
手
織
業
共
同
組
合
に
三
万
五
〇
〇

〇
台
の
力
織
機
を
導
入
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
の
政
策
の
も

と
で
導
入
さ
れ
た
力
織
機
は
八
八
八
五

台
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
こ
の

政
策
と
は
無
関
係
に
未
登
録
の
力
織
機

が
増
大
し
て
い
く
。

　

手
織
業
者
の
組
織
化
は
想
定
さ
れ
た

以
上
に
困
難
を
極
め
た
。
手
織
業
者
は

親
方
よ
り
前
貸
し
さ
れ
た
綿
糸
を
指
示

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
加
工

し
、
織
物
を
納
品
し
た
あ
と
に
加
工
賃

を
受
け
取
っ
て
い
た
。
親
方
は
手
織
業

者
と
同
じ
カ
ー
ス
ト（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

に
属
し
て
い
る
。
親
方
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

イ
ン
ド
の
中
小
企
業
政
策

内
川
秀
二
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得
た
情
報
を
駆
使
し
な
が
ら
、
綿
糸
の

購
入
と
綿
織
物
の
販
売
を
行
っ
て
い

た
。
こ
の
取
引
は
信
用
に
基
づ
い
て
お

り
、
外
部
の
人
間
が
そ
こ
に
入
っ
て
い

く
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
手
織
業
共
同

組
合
は
従
業
員
に
対
し
て
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
親
方
は
親

族
を
無
休
の
家
族
従
業
員
と
し
て
使
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
費
用
の
面
で
も

手
織
業
共
同
組
合
よ
り
も
優
位
に
立
つ

こ
と
が
で
き
た
。
親
方
制
度
は
前
近
代

的
な
も
の
で
あ
り
、
手
織
業
者
に
対
す

る
搾
取
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
情
報

網
を
持
つ
親
方
に
手
織
業
共
同
組
合
が

と
っ
て
変
わ
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
手

織
業
の
近
代
化
政
策
が
失
敗
し
た
の

は
、
親
方
の
情
報
網
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
過
小
評
価
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

二
．
小
規
模
力
織
機
業
者
の
台
頭

　

織
機
数
を
凍
結
さ
れ
る
な
か
で
兼
営

織
布
工
場
の
綿
織
物
生
産
に
占
め
る

シ
ェ
ア
は
五
五
年
の
七
四
％
か
ら
八
五

年
の
二
八
％
に
低
下
す
る
一
方
で
、
手

織
業
者
は
二
一
％
か
ら
三
四
％
に
シ
ェ

ア
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
同
期
間
に
少

数
の
力
織
機
を
使
っ
て
織
物
を
生
産
す

る
力
織
機
業
者
は
五
％
か
ら
三
七
％
に

大
幅
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
。
力
織
機

業
者
の
多
く
は
新
規
に
参
入
し
て
き

た
。
八
五
年
ま
で
は
力
織
機
業
者
に
原

料
と
し
て
供
給
さ
れ
る
綿
糸
に
は
兼
営

織
布
工
場
よ
り
も
低
い
物
品
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
た
。
八
五
年
に
新
繊
維
政
策

が
発
表
さ
れ
、
兼
営
織
布
工
場
に
お
け

る
織
機
台
数
の
凍
結
と
物
品
税
の
力
織

機
業
者
へ
の
優
遇
措
置
が
廃
止
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
兼
営
織
布
工
場
は

力
織
機
業
者
と
対
等
に
競
争
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兼
営

織
布
工
場
の
シ
ェ
ア
は
さ
ら
に
低
下

し
、
二
〇
〇
九
年
度
に
お
い
て
は
八
％

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
力
織
機
業
者

の
シ
ェ
ア
は
五
八
％
に
ま
で
上
昇
し
、

手
織
業
者
は
三
四
％
と
シ
ェ
ア
を
維
持

し
た
。
こ
こ
で
、
な
ぜ
力
織
機
業
者
が

兼
営
織
布
工
場
に
対
し
て
優
位
に
立
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
な
ぜ
手
織
業
者
が

二
一
世
紀
に
お
い
て
も
競
争
力
を
維
持

し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
る
。

　

兼
営
織
布
工
場
は
工
場
法
の
適
用
を

受
け
る
た
め
、
一
日
九
時
間
以
上
労
働

者
を
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
組
合
が
結
成
さ
れ
る
た
め
に
、
賃

金
も
割
高
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

力
織
機
業
者
で
は
長
時
間
の
低
賃
金
労

働
が
一
般
的
で
あ
る
。
織
機
も
閉
鎖
さ

れ
た
工
場
な
ど
か
ら
売
却
さ
れ
た
中
古

品
が
導
入
さ
れ
る
た
め
、
設
備
投
資
費

用
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
力

の
あ
る
高
品
質
の
綿
織
物
を
生
産
で
き

る
企
業
は
、
力
織
機
業
者
に
よ
る
製
品

と
差
別
化
を
図
れ
た
が
、
兼
営
織
布
工

場
は
生
産
コ
ス
ト
で
力
織
機
業
者
に
対

し
て
不
利
で
あ
る
。
兼
営
織
布
工
場
の

所
有
者
は
設
備
投
資
を
行
っ
て
生
産
性

を
上
昇
さ
せ
る
よ
り
も
、
利
益
率
の
低

い
繊
維
産
業
か
ら
撤
退
し
、
他
の
産
業

へ
の
投
資
を
選
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
兼

営
織
布
工
場
で
は
赤
字
企
業
が
続
出

し
、
工
場
数
は
一
九
九
六
年
三
月
末
日

の
二
七
五
か
ら
二
〇
一
一
年
三
月
末
日

の
一
八
三
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
紡
績
工
場
数
は
同
期
間
に
一
二

九
四
か
ら
一
七
五
七
へ
と
増
大
し
て
い

る
。

　

手
織
織
物
が
依
然
と
し
て
市
場
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
る
理
由
は
、
消
費
者
の

嗜
好
に
合
わ
せ
た
商
品
を
作
り
続
け
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

情
報
網
を
駆
使
し
な
が
ら
生
産
と
消
費

を
仲
介
し
て
い
る
親
方
制
度
が
機
能
し

続
け
て
い
る
。
近
年
は
親
方
が
一
人
で

多
く
の
村
を
回
っ
て
手
織
職
人
と
取
引

を
行
う
の
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、

少
数
の
村
だ
け
を
担
当
す
る
下
請
業
者

（
小
親
方
）
と
親
方
が
取
引
を
す
る
こ

と
で
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
も

あ
る
。
親
方
制
度
も
状
況
に
応
じ
て
変

化
し
て
い
る
。

　

紡
績
工
程
は
工
場
、
織
布
工
程
は
力

織
機
業
者
に
特
化
す
る
と
い
う
分
業
関

係
が
成
立
す
る
な
か
で
、
繊
維
産
業
は

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
綿
織
物
の
生
産
は
一

九
九
六
年
度
の
一
九
八
億
平
方
メ
ー
ト

ル
か
ら
二
〇
一
〇
年
度
の
三
一
七
億
平

方
メ
ー
ト
ル
に
、
ま
た
綿
糸
生
産
も
同

期
間
に
一
九
億
キ
ロ
か
ら
三
五
億
キ
ロ

へ
と
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
輸
出

に
眼
を
向
け
る
と
、
綿
糸
輸
出
は
九
六

年
度
の
一
四
億
ド
ル
か
ら
一
〇
年
度
の

二
八
億
ド
ル
へ
と
二
倍
に
な
っ
て
い
る

一
方
で
、
綿
織
物
輸
出
は
一
〇
億
ド
ル

前
後
で
停
滞
し
て
い
る
。
一
〇
〇
％
輸

出
指
向
工
場
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
九
九

〇
年
代
か
ら
一
〇
〇
％
輸
出
指
向
紡
績

工
場
の
新
規
参
入
が
増
大
し
、
そ
れ
が

輸
出
の
増
大
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
力
織
機
業
者
で
生
産
さ
れ
た
綿

織
物
を
染
色
す
る
小
規
模
工
場
は
品
質

に
問
題
が
あ
り
、
輸
出
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
か
つ
て
綿
織
物
は

イ
ン
ド
の
主
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
が
、

技
術
革
新
が
進
ま
な
い
た
め
に
、
輸
出

市
場
を
新
た
に
獲
得
で
き
な
い
で
い

る
。

三
． 

留
保
政
策
と
近
代
的
小
規
模

工
業
の
発
展

　

工
業
化
が
進
展
し
て
い
く
な
か
で
新

た
な
産
業
が
台
頭
し
て
き
た
。
一
九
六

インドの中小企業政策  

5 アジ研ワールド・トレンド No.207 （2012. 12）



七
年
に
初
め
て
四
七
品
目
が
近
代
的
小

規
模
工
業
の
た
め
に
留
保
さ
れ
た
。
七

八
年
に
は
農
村
工
業
の
保
護
を
掲
げ
る

ジ
ャ
ナ
タ
ー
政
権
の
も
と
で
留
保
品
目

は
拡
大
さ
れ
た
。
八
〇
年
代
半
ば
に
は

留
保
品
目
は
最
高
八
七
二
ま
で
増
大
す

る
。
一
九
九
一
年
に
経
済
改
革
が
始
ま

り
、
民
間
企
業
の
投
資
は
自
由
化
さ
れ

て
い
く
。
ま
た
、
国
内
市
場
を
保
護
す

る
た
め
に
割
高
に
設
定
さ
れ
た
ル
ピ
ー

の
為
替
レ
ー
ト
は
変
動
為
替
制
度
に
移

行
し
た
あ
と
、
下
落
し
て
い
っ
た
。
九

五
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
発
足
し
、
イ
ン
ド
は

段
階
的
に
輸
入
数
量
制
限
を
削
減
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
留
保
制

度
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
る
。
あ
る
品

目
が
留
保
品
目
に
含
ま
れ
て
い
る
と
国

内
の
大
企
業
は
生
産
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
海
外

の
大
企
業
で
生

産
さ
れ
た
も
の

は
輸
入
で
き

る
。
留
保
制
度

は
国
内
市
場
が

保
護
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
前
提

と
し
て
機
能
す

る
。
こ
の
た
め

に
九
七
年
か
ら

留
保
品
目
は
段

階
的
に
削
減
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
七
月
段
階
で
二
〇
と

な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
輸
入
自
由
化
と
留
保
品
目
の

削
減
が
中
小
企
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
の
か
を
検
証
し
て
み
る
。
動

力
利
用
の
場
合
は
従
業
員
が
一
〇
人
以

上
、
使
用
し
な
い
場
合
は
二
〇
人
以
上

の
工
場
に
対
し
て
工
場
法
が
適
用
さ
れ

る
。
イ
ン
ド
の
製
造
業
統
計
で
は
、
従

業
員
が
九
人
以
下
の
企
業
を
非
組
織
部

門
と
呼
び
、
標
本
調
査
が
定
期
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
製
造
業
非
組
織
部
門
全

体
の
付
加
価
値
は
九
四
年
度
か
ら
二
〇

〇
〇
年
度
ま
で
に
年
率
で
九
・
五
％
、

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
〇
五
年
度
ま
で
に

四
・
三
％
成
長
し
て
い
る
。
非
組
織
部

門
の
付
加
価
値
で
一
二
％
以
上
の
シ
ェ

ア
を
占
め
る
主
要
四
産
業
（
食
料
品
、

繊
維
、
ア
パ
レ
ル
、
家
具
）
で
は
い
ず

れ
も
同
期
間
に
成
長
率
は
二
・
五
％
以

上
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

　

こ
れ
ら
主
要
産
業
に
は
共
通
点
が
四

つ
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
産
業
で

は
価
格
弾
力
性
が
高
い
た
め
、
生
産
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
労
働
集
約

的
産
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
企

業
と
小
企
業
の
賃
金
格
差
が
競
争
力
に

反
映
さ
れ
や
す
い
。
第
三
に
、
こ
れ
ら

の
産
業
は
消
費
者
の
嗜
好
が
最
終
製
品

に
反
映
さ
れ
る
製
品
を
生
産
し
て
い

る
。
第
四
に
、
い
ず
れ
の
産
業
で
も
特

定
品
目
が
留
保
さ
れ
て
い
た
。

　

留
保
品
目
は
当
該
産
業
の
中
小
企
業

の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
導

入
・
撤
廃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
政

治
的
な
理
由
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
最

近
の
研
究
で
は
、
留
保
政
策
に
よ
っ
て

大
企
業
の
参
入
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
に

競
争
が
妨
げ
ら
れ
、
中
小
企
業
の
競
争

力
向
上
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
一
部
の
非
組
織
部
門
が
競

争
力
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、
留
保
さ

れ
た
こ
と
よ
り
も
、
生
産
単
位
当
た
り

の
労
働
コ
ス
ト
と
設
備
投
資
コ
ス
ト
が

大
企
業
よ
り
も
低
い
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
力
織
機
業
者
は
そ
の
代
表
的
事

例
で
あ
る
。

四
． 

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の

発
展

　

工
業
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
軽
工

業
だ
け
で
な
く
、
耐
久
消
費
財
産
業
も

発
展
し
て
い
く
。
輸
入
代
替
工
業
化
の

開
始
時
に
は
資
本
財
が
優
先
さ
れ
た
た

め
に
、
耐
久
消
費
財
産
業
へ
の
民
間
投

資
は
政
府
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
か
ら
徐
々
に

自
由
化
が
始
ま
り
、
耐
久
消
費
財
産
業

へ
の
外
国
投
資
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ス
ズ
キ
が
四
輪
に
、
ホ
ン
ダ

が
二
輪
に
進
出
し
、
急
速
に
拡
大
し
て

い
く
国
内
需
要
を
背
景
に
生
産
台
数
を

伸
ば
し
て
い
っ
た
。
生
産
台
数
の
増
大

に
応
じ
て
二
社
を
は
じ
め
と
す
る
組
立

メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と
し
、
一
次
下
請
と

二
次
下
請
か
ら
な
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の

下
請
関
係
が
成
立
し
た
。
八
〇
年
代
は

外
国
直
接
投
資
の
み
な
ら
ず
国
内
の
民

間
投
資
に
も
規
制
が
あ
り
、
民
間
企
業

の
自
由
な
投
資
が
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
寡
占
状
態
を
背
景
に
、
組
立

メ
ー
カ
ー
は
下
請
企
業
に
対
し
て
技
術

お
よ
び
資
金
面
で
の
支
援
を
行
い
、
下

請
企
業
の
育
成
を
図
る
一
方
で
、
部
品

を
供
給
し
て
い
る
下
請
企
業
を
価
格
、

品
質
、
納
期
の
観
点
か
ら
厳
し
く
管
理

し
、
評
価
に
応
じ
て
注
文
量
を
変
化
さ

せ
た
。

　

経
済
改
革
の
な
か
で
外
国
直
接
投
資

に
対
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
国
内
民

間
投
資
に
対
す
る
規
制
は
徐
々
に
撤
廃

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で

ト
ヨ
タ
、
現
代
な
ど
外
資
系
組
立
メ
ー

カ
ー
が
乗
用
車
市
場
に
相
次
い
で
参
入

し
た
。
こ
れ
ら
の
外
資
系
企
業
は
イ
ン

ド
進
出
と
同
時
に
自
国
の
下
請
企
業
に

も
進
出
を
要
請
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン

ド
お
よ
び
既
存
の
外
資
系
部
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
調
達
を
開
始
し
た
。
こ
れ

ら
の
部
品
メ
ー
カ
ー
の
な
か
に
は
ス
ズ

キ
や
ホ
ン
ダ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
て

い
た
企
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。
自
動
車

表1　非組織部門製造業の付加価値成長率 （％）
1994年度から
2000年度

2000年度から
2005年度

2005年度における製造
業全体に占める比率

食料品 8.4 3.6  16.3
繊維 9.6 5.6  17.7
アパレル － 2.5  13.5
家具製造 5.1 6.9  12.3
全体 9.5 4.3 100.0
(出所)CSO, Annual Survey of Industries (various issues).
       NSSO, Unorganised Manufacturing Sector in India (various 

issues).
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組
立
メ
ー
カ
ー
間
の
競
争
が
激
し
く
な

り
、
市
場
シ
ェ
ア
が
低
下
す
る
な
か
で
、

ス
ズ
キ
は
調
達
戦
略
の
変
更
を
迫
ら
れ

た
。
八
〇
年
代
に
お
い
て
ス
ズ
キ
は
約

四
〇
〇
社
か
ら
部
品
を
調
達
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
調
達
先
が
二

二
〇
社
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に

ス
ズ
キ
の
生
産
台
数
は
増
大
し
て
い
る

の
で
、
優
秀
な
下
請
企
業
に
集
中
的
に

発
注
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

中
小
企
業
の
参
入
状
況
を
調
べ
る
た

め
に
、
イ
ン
ド
自
動
車
部
品
製
造
業
者

協
会
の
発
行
し
た
「
一
〇
年
版
バ
ン

ヤ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
」
を
分
析
し
て
み
る
。

同
協
会
に
は
四
輪
・
二
輪
の
部
品
お
よ

び
ト
ラ
ク
タ
ー
の
部
品
メ
ー
カ
ー
も
加

盟
し
て
い
る
。
一
〇
年
版
で
は
生
産
開

始
年
と
雇
用
人
数
の
両
方
が
記
載
さ
れ

て
い
る
企
業
が
五
六
七
社
あ
る
。
こ
れ

を
生
産
開
始
年
代
別
に
整
理
す
る
と
、

図
1
の
よ
う
に
な
る
。
八
〇
年
・
九
〇

年
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
社
を
超
え

る
新
規
参
入
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
需
要
が
急

増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
六

社
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
参
入
し
た
四
六
社
の

う
ち
小
企
業
は
一
二
社
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
い
て
は
小

企
業
が
参
入
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

工
場
数
を
生
産
開
始
年
代
別
に
整
理
す

る
と
、
図
2
と
な
る
。
こ
れ
は
図
1
と

は
対
照
的
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に

設
立
さ
れ
た
工
場
が
一
番
多
く
、
そ
の

う
ち
六
四
％
は
雇
用
人
数
が
三
〇
〇
人

以
下
の
工
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
存
の

中
小
企
業
が
納
入
先
の
一
次
下
請
メ
ー

カ
ー
や
組
立
メ
ー
カ
ー
の
近
く
に
新
工

場
を
建
て
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

新
規
参
入
は
減
っ
た
が
、
優
良
中
小
企

業
が
新
規
工
場
を
建
て
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

組
立
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン

に
入
る
こ
と
な
く
、
交
換
部
品
市
場
に

部
品
を
供
給
し
て
い
る
小
企
業
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
組
織
部
門
と
未
組
織
部

門
の
う
ち
従
業
員
数
が
六
人
か
ら
九
人

の
事
業
所
に
つ
い
て
二
〇
〇
〇
年
度
か

ら
〇
五
年
度
の
間
に
事
業
所
数
と
付
加

価
値
が
ど
れ
だ
け
増
え
た
か
み
て
み
る
。

組
織
部
門
の
付
加
価
値
が
年
率
で
二

四
・
五
％
も
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
組
織
部
門
は
六
％
し
か
成

長
し
て
お
ら
ず
、
事
業
所
数
が
減
少
し

て
い
る
。
交
換
部
品
市
場
の
動
向
を
み

て
み
る
と
、
組
立
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン

ド
が
入
っ
た
交
換
部
品
の
シ
ェ
ア
が
上

昇
し
て
い
る
。
交
換
部
品
を
購
入
す
る

際
に
当
初
は
品
質
よ
り
も
低
価
格
を
優

先
し
て
い
た
消
費
者
が
、
価
格
よ
り
も

品
質
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
競
争
の
な
か
で
、
品
質
を
保

て
な
い
零
細
企
業
が
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。

●
ま
と
め

　

工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
中
小
製
造

業
企
業
も
多
様
化
し
て
き
た
。
伝
統
的

産
業
に
加
え
て
機
械
産
業
の
裾
野
産
業

も
発
展
し
て
い
る
。
手
織
業
の
よ
う
な

伝
統
的
手
工
業
に
お
い
て
も
商
品
の
流

通
経
路
が
変
化
し
て
い
る
。
政
府
が
産

業
構
造
の
変
化
を
見
通
す
の
は
困
難
で

あ
る
。
政
治
的
理
由
で
導
入
さ
れ
た
留

保
政
策
は
こ
の
点
を
無
視
し
て
い
た
。

現
在
イ
ン
ド
政
府
は
ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と

に
中
小
企
業
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
正
し
い
方
向
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
中
小
企
業
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
が
ど
こ
ま
で
政
策
に
反
映
さ
れ

る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

研
究
支
援
部
長
）
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図1　2010年に操業している企業の分布
（生産開始年と雇用者数）　　

（出所） Automotive Component Manufacturers Association of India, 2010 Buyers Guide, 
2010.
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図2　2007年にデリー周辺で操業している事業所の分布
（設立年と雇用者数）　　　　　　　　　　　

（出所）CSO, Annual Survey of Industry, Unit-level Data, 2007-08.
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